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誌面の充実を図るため今年度から、『舵輪』の発行を年間４回といたします。ご理解ください。 

 
 

 
業務技師 中村 憲二 
 
私事の一身上の都合によ
り日本海（富山）から瀬
戸内海、小豆島に帰るこ
とになりました。共に過
ごした海事課職員を始め、
ボランティアの方々に多
大な迷惑をお掛けするこ
ととなり、誠に心苦しく

申し訳なく思っています。 
 様々な展帆イベントや海洋教室等充実した一
年でした。今年で７９歳となる海王丸、外観は
いつ出港してもおかしくない状態ですが、内部
は…?!と思うこともしばしばありました。人間
と同じく介護が大分必要となってきています、
いつまでも海王丸を持続させるべく、皆様の末
永いご協力をお願いいたします。 
 真新しい白帆での総帆展帆された、かつての
海の王者の勇姿を見ることができず心残りです。 
 財団を始めボランティアの皆様の今後の益々
のご活躍を祈念してお別れの挨拶といたします。 

 
 
海事課技術員  
古堅  浩正 
 
 
３月末をもって当財団を退
任、航海訓練所に復帰する
ことになりました。 

３年間、財団職員、ボラ
ンティアの皆様には大変お

世話になりました。おかげさまで、非常に充実した時
を過ごすことができました。財団勤務は２回目でした
が、２度あることは３度あると信じ、またみなさんに
お会いできる日を楽しみにしております。ありがとう
ございました。 
 
 

 
海事課技術員 
本石 暖迪 
 
早春の候、桃の節句も過ぎ新
緑が風に薫る季節となりまし
た。皆様におかれましては
益々のご健勝のことと心より
お慶び申し上げます。 
 さて、私は去る３月３１日
を以て当財団を後に、独立行
政法人航海訓練所銀河丸に甲

板員として乗船いたします。財団関係者並びにボラン
ティアの皆様におきましては、ひとかたならずお世話
になり厚く御礼申し上げます。皆様に学びました事、
また、人と人との絆の大切さを今後の人生に役立てて
いくつもりです。富山の自然・食・文化も大変気に入
っておりますので、休暇の折には必ず顔を出したいと
思っております。 
 今後とも海王丸並びに皆様が、いついつまでもお元
気でいられることを心より祈念申し上げまして、挨拶
とさせていただきます。本来ならば一人一人挨拶に上
がるのが筋ではございますが、文面にて失礼いたしま
す。 
 
＊４月新任職員紹介は次号にて 
 
 
 
 

２月１４日、海王丸７９回目の進水記念を記念し、
２月１５日（日）に進水記念イベントを行いました。
当日は天候に恵まれ、大勢の方が来られました。海王
丸は６１枚の国際信号旗をマスト間に連ね、色鮮やか
な満船飾を行いました。セイルを張った姿とはまた違
った美しさに、多くの方がカメラを向けていました。 

先着３００名様に用意した特製チョコレートは、昼
過ぎになくなりました。イベントを知らずに訪れた方
は、キャプテン直々に渡されるチョコレートに驚いた
様子でした。また、通常公開されていない場所の特別
見学ツアーも行われ、参加された方々はとても興味深
そうに見学されていました。 

 

舵輪は(財)伏木富山港・海王丸財団の機関誌です 
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ボボラランンテティィアア宿宿泊泊研研修修（（再再訓訓練練））   

４４、、５５、、６６月月のの行行事事予予定定   

船船体体整整備備工工事事   

総総帆帆展展帆帆①①、、②②、、③③   

ベベンンデディィンンググセセイイルル   

満船飾の海王丸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特製チョコレートのプレゼント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

非公開区域の特別見学ツアー（機関室） 
 
 

２月２３日から３月１４日までの間、一般公開を中
断し船体整備工事を行いました。 

まず、２月２３、２４日に船体外板の防食状況の確
認そして電食防止のためのアルミニュウム陽極棒１
０本の取付けを行いました。また２月２５日から２７
日は船体の強度調査のため、外板の板厚計測等を実施
しました。船底外板の計測は全１１８か所にわたり、
１つ１つダイバーが水中から計測しました。また二重
底や上甲板、船首楼甲板についても腐食、亀裂、座屈
状況等の調査が行われました。 

劣化診断      ダイバーによる板厚計測 
 
  
３月８（日）、９日（月）にベンディングセイルを行
いました。ボランティア３５名と業者、海事課員が協
力してすべてのセイルを取り付けました。全部が純白
のニューセイルで、展帆した姿を想像するだけで総帆
展帆が待ち遠しく思います。 

参加ボランティアのみなさんにはコース、ステイス
ルの取付けなどたくさんのご協力を頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

ボランティア宿泊研修を次の予定で行います。 
１年間の活動を無事故で行うために、登檣、操帆の
再訓練を行います。ベテランの方、久し振りに参加
の方、基本動作から確認します。返信ハガキにてお
知らせください。宿泊できない方はその旨お知らせ
ください。 
 
年月日：平成２１年４月１８日、１９日（土、日） 

     １泊２日・２食（夕・朝食） 
時間：4/18 １３００～4/19 １１３０まで 
参加費：１５００円（食費のみ） 
集合場所：海王丸第一教室 
内容：登檣訓練、操帆作業、甲板作業、懇談会など 

 
※宿泊参加申込みをされた方には、自動的に食事

の手配をします。申込み後に都合が悪くキャンセル
される場合には、ご連絡願います。連絡なくキャン
セルされた方には、食事代金をお支払いいただきま
す。ご了承ください。 

 
  
 
 いよいよ２１年度の総帆展帆の始まりです。 
今年は純白のニューセイルを身につけた海王丸。羽
ばたかせるにはあなたの力が必要です！たくさん



鯉鯉ののぼぼりり掲掲揚揚式式   

ボボラランンテティィアア投投稿稿   

セセイイリリンンググ体体験験   

海海王王丸丸ボボラランンテティィアア募募集集！！！！！！   

おお知知ららせせ   

の皆さんのご参加お待ちしております。 
 
日時：①平成２１年４月２６日（日） 

②  〃  ５月 ４日（祝） 
③  〃  ６月 ７日（日） 

   １０００～（０９００受付開始） 
場所：更衣 日本海交流センター研修室 
   集合 海王丸第一教室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総帆展帆 
 
 

 
☆海王丸ボランティアになってみませんか？☆ 
総帆展帆ではマストに登り、ロープを引いて、セ

イルを広げて爽快な気分を、各種作業（セイル縫い
など）では海王丸の歴史の一部になることができま
す。また様々なイベントを通じ、色々な人達と出会
い、交流することができます。海王丸という船を通
じ、自分の世界を広げましょう！ 

次の予定で新規養成訓練を行います。 
 
第１回 ４月  ４、５日（土、日） 
第２回 ５月２３、２４日（土、日） 
 
※参加にはお申し込みが必要です。当財団海事課ま
でお問い合せください。 
 
  
 

４月１７日（金）地元幼稚園児とともに海王丸パ
ークに鯉のぼりを揚げます。あわせて花の迷路も開
園します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            
 

 
 
 海に漕ぎ出し、爽やかな風とセイリングを楽しん
でみませんか？  
 
日時：平成２１年 ４月２５日（土） 
         ４月２９日（祝） 
         ５月 ３日（日） 
         ５月 ５日（祝） 
         ５月 ６日（祝） 
   午前    ０９００～１１５０ 
   午後    １３００～１５５０ 

海王丸前でセイリング！ 
 
 

 
 

 
 

『新春 伊勢志摩・南紀クルーズ 1/9～1/12』 
 

今回のクルーズは、日本クルーズ客船(株)ぱしふ
ぃっくびいなすの伊勢志摩・南紀クルーズ。なぜこ
のクルーズを選んだかといえば、以前同じ行程に参
加したが、新宮港に悪天候で入港できず神戸観光と
なってしまったこと、それに私の喜寿の祝、また今
年が結婚して５０年（金婚式）を迎えるのを記念し
て、娘も一人誘って乗船することを決心しました。
しばらく体調の関係で乗船を思い切れずいたので、
年末から今回のクルーズを心待ちしておりました。 
 １月９日１４時出港なので、富山を早朝に出発、
東京駅で透析をし、関内駅からタクシーで横浜港大
桟橋へ。受付をすませ、ぱしふぃっくびいなすに乗
船。しばらく時間があり、荷物整理したり近くを見
学して過ごす。１７時３０分から船長のウェルカム
パーティー＆鏡開きが行われ、１８時から夕食、洋
食のコース料理である。その後色々なイベントで楽
しみ、疲れたので早めに就寝。適度な揺れと、コト
コトと鳴るエンジン音が心地良くぐっすり眠れた。
２日目は鳥羽港沖泊りで、通船にて上陸、伊勢神宮
参りの予定だったが、当日波が高く通船を運航でき
ず上陸中止となった。そこで急遽名古屋港へ入港、
名古屋港近辺を個々で観光となった。我々は熱田神
宮へ初詣して、その後徳川園と徳川美術館を見学し
た。徳川園は海と川に見立てた大きな池があり、美
術館は展示品の数が多く、かなり見学に時間を要し
た。タクシーで帰船、夕食後、ショーを見て、後は
いつもの通り過ごした。３日目は天候も良く、波も
静かで、予定通り新宮港へ着岸。９時にバスにて船
を出発、熊野三山神社初詣へ。まずは和歌山県と三
重県の県境の熊野川沿い最下流にある熊野速玉大



編編集集後後記記   

富富山山商商船船高高専専ととのの合合同同実実習習訓訓練練   

航航海海訓訓練練所所練練習習船船「「銀銀河河丸丸」」寄寄港港   

るるるるぶぶ富富山山００９９ ’’発発売売！！   

社へお参り、次にバスにて上流へ、急峻な山々を抜
け、山深い所にある熊野本宮大社へ。ここから階段
が多くなり（１６８段）、私のように足の悪い者に
は大変であった。本宮大社は社殿が４ヶ所あり、拝
礼の順番が決められている。社殿は洪水で流され、
場所を移したそうで、現在日本一の大鳥居が立って
いる場所が昔の社殿の位置であるそうだ。次は那智
の滝へバスで引き返し、約１時間位走ると滝の上部
が見えてきた、バス停から階段を下ると、１枚岩を
滑り落ちる滝が現れ、多くの観光客で溢れていた。
滝は落差が１３３ｍ、放水口の幅１３ｍ、滝壺の深
さ１０ｍ以上の瀑布。今年は雨量が少なかったせい
で、滝の水量が少なかった。１３３段の石段を昇り、
滝からバスで２分くらい、那智大社と青岸渡寺に到
着、ここからさらに４６７段を昇り。那智大社、青
岸渡寺をお参りした。熊野三山大社は、国宝とか世
界遺産に指定され、社殿の朱塗りの立派な建物であ
り、お参りした価値があった。大社からバスで２０
分位で船へ帰り、最後の夜を船内のイベントで過ご
した。 

冬の航海は、なかなか予定通りにはいかず、今回
も大きく予定変更になりましたが、楽しいクルーズ
でした。帰り姉娘が送ってくれ電車に乗りましたが、
泊駅近くの踏切で自動車事故があり、２時間位遅れ
て帰り着きました。これからも自分の体調の関係で
船旅が最も良い方法であると思うので、折があれば
クルーズだけは続けたいと思います。 
 

ボランティアNo.59 玉井 文次 
 

 
 

 ４月２３日（水）から２８日（火）までの間、独
立行政法人航海訓練所の最新練習船「銀河丸」（6
185トン）が富山新港海王岸壁に着岸します。２５
日（土）、２６日（日）及び２９日（祝）に海王丸
パークで行われるちびっ子天国イベントに合わせ
ての寄港で、２５、２６日には一般公開も行われま
す。最新型航海計器、オンボード型の操船シミュレ
ータ、最新鋭機関など見所満載です。乗船している
学生は全国の海員学校の生徒です。 
２６日（日）には海王丸の総帆展帆も行われます。
ぜひ、海王丸パークへ足をお運びください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 
 

 
 

練習船 銀河丸 
 

寄港期間：４月２３日（木）～２８日（火） 
場  所：富山新港海王丸岸壁  
イベント：入港歓迎式 ４／２３ １１００ころ 
     一般公開 ４／２５、４／２６ 
      0900～1130、1300～1530 
 
問い合わせ先：独立行政法人航海訓練所 
     HP：http://www.kohkun.go.jp 
 
 
 
１２月に取材されたるるぶin富山０９’が発売され
ました。見開き２ページの記事は情報で一杯です。 
これでまた海王丸パーク、海王丸を訪れる方が増え
ることでしょう！ 
 
 
 
１月２３日富山商船高専の機関科３年生２２名が
海王丸構造の研究のため、また２月１０日には商船
学科１年生（航海・機関）４０名が実習を行いまし
た。特に１年生は機関室やマガジンロッカーの構造
に目を輝かせていました。全国でも地元に大型練習
船のある商船高専は他になく、今後も大いに連携を
深めていきます。 

見学した１年生のうち、４名が新たにボランティ
アに登録しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     海事課職員の説明を聞く学生達 
 
 
 
 いよいよ季節は春です。長く厳しい冬が過ぎ、暖
かい季節の到来に心躍りますね。海事課は３名が退
任され、新たな３名を迎えます。フレッシュな職員
が海王丸に新しい風を吹き込んでくれるでしょう。 
 先日北日本新聞に海王丸ボランティア年齢制限
引き下げの記事が載りました。早速その翌日から問
い合わせの電話が相次ぎました。また富山商船高専
からは１年生４名が新たに加わります。先日海王丸
を訪れた４名は目を輝がやかせて、一日も早いデビ
ューを望んでいました。春の訪れとともに若い力が
活躍する日も目前です。ボランティアのみなさん、
暖かく見守ってあげてください。 

次号は７月です。（も） 

(財)伏木富山港・海王丸財団 
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